


逮捕の理由とされた被疑事実との関連性についても検討すべき。





違法な別件差押えに当たるかどうかは、捜査官に「専ら別罪の証拠に利用する目的」があったかどうかによるので、この点についての検討が必要。
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訴因変更の要否について書く必要はない（書くべきでない）。訴因変更の要否にかかわらず請求があればそれを認めるべきか否かは問題となる。

併合罪の関係にあるということは、新旧訴因が両立するということのはずだが、下では非両立であることになっている。根本的な理解の欠如を疑われる記載。

共通性基準は？非両立性基準は何を補完するのか書いていない。基本的事実関係の同一性は、両事実の間に共通性が認められるがゆえに両立しないときに認められる。
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